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グループ学習

いろいろな線を書こう 小 低学年ゆり
（国語）

＜ねらい＞
・教師の意図に気付いたり、意図を受け止めたりして、いろいろな線を書く。
・指筆や毛筆を使って書くことに気持ちを向け、書くことを楽しむ。
・書いたことに達成感を味わう。

学習内容 学習活動 指導上の留意点・準備物

・あいさつ、呼名 ・教師に注目し、「これから２時間
目のグループ学習を始めます。」
とあいさつをする。

・絵本『せんをひく』・絵本に書かれた線を教師に続いて ・準備物：絵本『せんをひく』
読み聞かせ 指でなぞったり、注目して見たり （福音館書店）

する。 ・教師は指でなぞるときに、
各場面に書かれている線に
応じたオノマトペ（カック
ン、シュー、ニョロニョロ
など）を動きに合わせて一
緒に大きな声で言い、気持
ちを高める。

・線を書こう ・教師が書く見本を見て、指筆を使 ・準備物：指筆、墨汁、長半
って線を書く。 紙サイズの障子紙

・見本の書き方に注目し、角や曲線 ・教師が描き方の見本を見せ
に気をつけながら順番に書く。 たり、児童が書いたりする

・書きたい気持ちがある児童は、同 際にオノマトペを大きな声
じ紙の上に何本も書いたり、別の で言いながら書くようにす
紙を用意するなどして、たっぷり る。
と満足するまで書く。 ・児童の表情に注目し、書く

・１種類の線を全員が書くことがで ことに気持ちが向いている
きたら、教師が種類の違う線を提 児童から順番に取り組む。
示し、再度取り組む。 ・書き終えた児童には拍手を

するなどしてできたこと、
頑張ったことを評価する。

・まとめ ・それぞれの児童の作品を紹介し、
良いところや頑張ったところを改 ・児童の様子を簡潔に伝える
めて評価する。 ようにする。他の教師から

・教師に注目し、「これで２時間目 の評価も聞き、児童の意欲
のグループ学習を終わります。」 が高まって終われるように
とあいさつをする。 する。

＜内容（工夫点など）＞
・いろいろな線を書くことで運筆や文字への興味につながると考え、今回の題材を設定
した。絵本を指でなぞることとつなげて運筆ができるように今回は指筆（高等部より
借用）を使用した。

・長半紙サイズの障子紙は下写りしないように予め新聞紙に貼って何枚も用意しておき
書き終えた後にすぐに交換できるようにした。

・絵本に書かれているオノマトペをみんなで言うことで、角や曲線などを書く意識が高
まったように思う。また、今回は大きく腕を動かせるように、ホワイトボードの障子
紙を貼って書くことにした。

・児童の実態に合わせて、初めから最後まで角や曲線を意識して書き続ける児童、初め
だけを意識することをねらう児童など、課題設定を検討しながら取り組んだ。

＜良かった点・改善点（児童生徒の反応を含め）＞
・音声や体を使って書くことでより書くことに気持ちを向けて取り組むことができた。
・書きたいものを書く、書けるようになる喜びを味わえるよう、どんな工夫をすれば良
いか、集団や児童の実態に合わせて今後も検討していきたい。




